
第２号様式（公開） 

ヨコハマ市民まち普請事業 
第 ２ 次 提 案 書 

注１）２号様式はページを増やさず、必ず３ページ以内でまとめてください。 

注２）２号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

注３）添付資料は計画図(位置図・平面図・完成予想図各Ａ３判１ページ、その他必要に応じて配置

図・断面図・立面図等)、想定整備費用内訳書(第３号様式)、協議・説明状況報告書(第４－

１～３号様式)、１次コンテスト以降の活動内容(任意様式Ａ４判１ページ)、その他資料(必

要に応じてＡ３判２ページまで) 

提案グループ名 

（25字以内） 
師岡熊野神社「いの池」愛護会 

整備場所（町名又

は丁目まで記入） 
港北区師岡町 

提案名 

（25字以内） 
いの池を中心とした地域資源循環システムの再生と維持 

助成金申請予定額 
５００万円 

整備する施設 
（具体的な整備内

容※1を工夫した点
※2にも触れて記入

してください） 
※1施設の全体像と

ともに整備助成

金の対象箇所を

明記してくださ

い 

※2住民等が持つ発

想、方法などを

生かしたアイデ

アやユニークさ

及びデザインへ

の配慮 

流入水がほとんどない「いの池」の抜本的な水質改善のために公道を横断し
て神社から「いの池」に導水する。あわせて下記の整備をおこなう。 
1．神社から池への導水管の設置  

新鮮な水を導水して水質改善をはかるために 
⇒神社の社殿裏手でくみ上げた地下水が循環している「令和神苑」のオーバ
ーフロー水および社殿屋根の雨水や手水舎のオーバーフロー水を高低差を利
用して「いの池」に導水する。 道路の横断は占用許可を得て配管を埋設す
る。 

2．池周囲の環境整備  
老朽化した石積護岸の安全対策と水辺の魅力創出のために 
⇒崩れかけている石積や浮石の一部を修復する。 
護岸の点検結果を踏まえ、大幅な費用増が予想されるので今回は危険箇所2 
か所を簡易的に修復する。 

⇒排水口を水位調整ができるように改良し、水量確保により夏季の水質改善
を図る。 

⇒水辺植物と池周囲の植栽を増やす。 
尚、一次コンテストで提案した水辺におりて水辺に親しめるための固定階
段の設置は水辺空間作りの詳細デザインの後に設置を検討する。 

3．活動掲示板の新設 
まちの人に向けて活動報告や行事予定など情報発信するために 
⇒掲示物が濡れず飛散しない耐候性のある自立掲示板を新設する。裏面も有
効活用できる場所に新設する。 

4．太陽光発電の発電容量アップ（新規提案） 
水質改善のために池の水を空気にさらすエアレーションと池の水のろ過の稼
働時間拡大及び年末年始等の池のライトアップ電源に使用するために 
⇒発電能力の大きいパネル、容量の大きい蓄電池を設置する。 

施設の活用・

活動内容 
（具体的な活動

内容を工夫した

点にも触れて記

入 し て く だ さ

い） 
※第１次提案書より

これまでの①かい掘り②清掃活動③子どもたちを含めた地域交流に加え、下
記の活動を行う。 
1．愛護会の活動理念や歴史のとりまとめと発信 
2．目指す活動の方向性・将来像のデザインと共有、それに向けた態勢づくり 
3．池に足を運ぶ機会を増やす(定例活動日の設定) 
4．池と森を護る活動 
5．池に親しむための企画 
6．情報発信（新設する掲示板で活動内容を発信・交流スペース活用、

YouTubeチャンネルの開設） 



具体的に記入して

ください 
※詳細は添付資料「いの池愛護会の「これまで」と「これから」」参照。 

今までの活動を通じて得られた経験を振り返り、次のアクションに活かして
行く。また、会員だけではなく地域に住む次世代の人たちと実施した「いの池
を護るとはどういうことか？」の意見交換・気づきの場を継続して実施する。 
<得られる効果> 
1．池への導水により抜本的な水質の改善と水質の維持をはかれる。 
2．水と土と森の地域資源循環システムを再生し維持することで池に生きる生物

や池に集まる生物が多様化し、豊かな自然を再生できる。 
3．子どもたちが自ら活動し大人とかいぼりや掃除の一員として協働作業するこ

とは、子どもたちの達成感を醸成し貴重なふるさとの経験になる。 
4．世代を超えて人がつながり、それぞれの世代に応じた役割を果たせる地域コ

ミュニティが生まれる。 

提案の背景 
（なぜ提案をす

るのか、地域の

ニーズや課題、

生かしたい地域

の魅力等に触れ

て説明してくだ

さい） 
※第１次提案書から

変更した点がある

場合はその理由も

記入してください 

<地域の魅力> 
いの池は1300年の歴史を有する師岡熊野神社の一角にあり、横浜市の史跡

に登録され、市民の森に指定されている。歴史と自然に触れられる憩いの場と
して、地域(まち)のオアシスとして地域の人々から愛されるポテンシャルを秘め
た場所である。 
<課題> 

いの池は新幹線工事や宅地化で流入水がなくなり、池の水の自然循環が途絶
えてしまった。その結果、特に雨の少ない夏季には池にアオコが発生し、僅か
に異臭がするようになってしまった。もはや憩いの場所で無くなりつつあった
が、かい堀等で少しずつ改善を図ってきた。 
<ニーズ> 

誰かが整備してくれるだろうという他人任せだったが、「地元の私たち皆でい
の池の自然を再生し美しく護り続ける」という思いが地域の人々の間で芽生え
てきた。 
◎いの池の水をきれいにし、まちの憩いの場を取り戻したい。 
◎池を中心とした師岡地域の自然を保全することで、子どもたちが自分のふる

さとに愛着と誇りが持てるようにしたい。 
◎池に来ると、世代を超えて顔見知りの誰かがいるような、人と人がつながる

地域コミュニティづくりにつなげたい。 

整備プロセス
（ ス ケ ジ ュ ー

ル、つくるとき

に連携する仲間

の役割や活用す

る地域資源注４）、

費用縮減の工夫

に触れて説明し

てください） 

専門の工事及び土木工事はいの池にも詳しい地元の業者の協力を得る。周辺
の整備などは「いの池」愛護会会員(以下「会員」)が中心に作業をおこなう。 
・整備にはできるだけ子ども達の参加を募り、大人と協働作業を経験してもら

う。 
・石積護岸の浮石の隙間への小石の充填や、簡易的にモルタルで固定する方法

による修復は会員のDIYでおこなう。 
・活動掲示板の設置工事はモルタル工事が得意な会員を中心におこなう。 
・太陽光発電設備の製作と設置は電気工作と木工・機械工作の得意な会員を中

心におこなう。 

維持管理・運

営計画及びそ

の実施方法 
（維持管理・運

営するときに連

携する仲間の役

割や活用する地

域資源注４）に触

れて説明してく

ださい） 

地域の人々や次世代を担う子どもたちのアイデアを取り入れながら、世代間
で役割を分担していの池の環境保全活動を続けていく。 
<ヒト>友好団体の神輿会(労力提供)及び活動に賛同する協力者・協力団体の参加

を得る。更に電気設備、電気工作、竹細工、動画制作等の会員が有する多
様なスキルを活用する。 

<モノ>活動で使用する作業用具の一部や電気、運搬車両は引き続き地域の協力者
の所有する機材を活用する。 

<カネ>会員からの会費を基盤とし、会員以外の支援者の応援寄付金を発展的な投
資の原資とする。 

注４）「地域資源」とは、次のようなものを想定しています。 

  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。    ・地域に設計の専門家がいる。 

  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。    ・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 

  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集められそう。 

 



１次コンテスト

以降の活動内容 
※詳細については添

付 資 料 （任 意 様

式）に記入してく

ださい 

１．「いの池を中心とした地域資源循環システム」再生と維持のアクション 
・7、9月：水質改善システムのメンテナンス(ろ過槽清掃・ポンプ交換) 
・8～11月：神社及び池周辺の清掃、落葉清掃 (定期・不定期) 
・９月：6月のかいぼりで引き上げて乾燥させた泥の搬出(9月) ※ 
・11月：「子どもと大人の池のそうじ」※  

２．大人と子どもの全世代交流の場づくり（コミュニティの深耕） 
・11月：「いの池を護ることはどういうことか」について次世代を担う若い人

たちと話し合い、次のアクションの可能性を探った。 
・11月：師岡小学校２年生の地域連携授業「まちたんけん」で子ども達から

の質問に答えながらいの池を護る活動を伝えた。その後、落葉の掃除をおこ
ない愛護活動を体験した。 

・9～11月：年末年始の池のライトアップ企画と点灯準備 ※ 

３．自然環境と人工施設その実態調査と把握 
・8月：活動検討会を開催し、まちづくりコーディネータの委嘱を決定した

(水・緑・環境が得意分野)。 
・整備対象場所を良く知っている協力工事業者を選定した。 
・8～11月：整備施設の仕様検討と費用の見積を得た。協力工事業者と共に

整備内容を精査した。 
・9、11月：池への導水可能水量を調査、石積護岸の状況を調査した。※ 
 ※の詳細は添付資料「１次コンテスト以降の活動内容」を参照。 

関係者の合意・

調整状況 
（地域《地権者、

整備場所の近隣住

民、地域住民、自

治会町内会等》で

の合意形成や関係

機関との調整結果

の概要について説

明してください） 

<地域>関係者より合意を得た。是非とも進めて欲しいとの意見であった。 
・近隣住民（法華寺及び6戸)  
・地権者(師岡熊野神社)宮司(いの池愛護会監事、提案メンバー） 
・熊野神社市民の森愛護会会長(いの池愛護会監事、提案メンバー) 
・町内会役員会 
<横浜市> 
・港北土木事務所 
 申請内容を問い合わせ。既存埋設管調査等を踏まえ、書類を整えたら正式に

申請を受付ける意向。 
・北部公園緑地事務所：利用者の安全に関する相談に載っていただける。 

その他提案につ

いて特にＰＲし

たい点を記入し

てください 

◎愛護活動当初は「何をやっているんだ」と訝しげに見られていた「かいぼ
り」が、「今年はいつですか？」という問い合わせをもらう程に、今やこの
町の春と秋の年中行事として当たり前になった。 

◎地元の顔見知りでかい掘し清掃することが、子ども達にも大人達にも地元の
自然への思い、ふるさとへの愛着を醸成する機会になっている。 

◎今では大人からも子どもからも、みんなで話し合い・気づき・一緒に行動し
た経験から、「これをやってみよう」と言う声が自然に上がり始めた。 

◎これらから「いの池を中心とした地域資源循環システムの再生・維持に向け
た活動」が創出され、可動性が高まっている。 

目指す地域の将

来像 
（施設が整備され

ることにより地域

がどのように良く

なるのか、地域に

及ぼすインパクト

について説明して

ください） 

◎「いの池」を美しく維持・保全し、池に生きる生物や池に集まる生物の多様
化、豊かな自然の再生につなげる。 

◎池を中心とした「熊野神社市民の森」全体の自然・資源循環を保全すること
で、子どもたちが自分のふる里に愛着と誇りを持てるようになる。 

◎活動を通じ、同世代の輪に加え、世代を超えたコミュニティが生まれ、災害
時にも助け合えるまちになる。 

◎5年間の活動を通して①水と土と森の循環の輪②世代を超えた担い手の循環
の輪③アクションとアイデアの循環の輪ができたことがはっきり認識できる
ようになった。次世代の活動を担う子供たちと共に次の100年先を見据え
た活動を共有していきたい。 

※活動の内容は添付資料「いの池を中心とした地域資源循環システムの再生・
維持に向けた活動」参照。 

 記載内容について次の点を確認後、チェックボックスに✔を入れてください。 

 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

 記載内容に個人情報は含まれていません。 



１.位置図
2次提案書添付資料（計画図）

いの池

師岡熊野神社
法華寺

令和神苑

いの池

熊野神社市民の森

師岡小学校

樽町中学校

熊野神社市民の森大倉山駅

港北区役所

熊野神社市民の森

大曽根第二公園
（ちの池跡)

大曽根第三公園

導水ルート

熊野神社市民の森

熊野神社市民の森

横浜市行政地図情報提供システム（はまピョンマップ）より

拡大図

いの池の集水域（流域）いの池に雨水が流入

法華寺

Ⓒ2024 いの池愛護会

師岡熊野神社

いの池

師岡熊野神社



●導水ルート断面案

２.平面図
2次提案書添付資料（計画図）

1 11 81 87 90m69

1
1
m

市道
綱島 点検マス　

か所新設

いの池

1.4m

・坂道沿いの配管方法(木の根があり埋
設困難、転がし配管・擁壁面に固定)

公道横断部分は土木事務

所の指示、仕様に準じる

PE管 内径60㎜ 外形72㎜

①既設雨水桝への取水口設置

③既設石積擁壁をまたぎ駐車
場内の導水管の暗渠化

④導水管の公道横断

⑤既設導水口
の改良

②導水ルート設定・導水管の布設：約90m

景観に配慮

1 神社から池への導水管の設置

1-② 導水ルート設定・
導水管の布設：約90m

A:令和神苑のオーバフロー水

B:社殿横 蛇口排水

C1:社殿(屋根) 雨水

1-⑤既設導水口の改良

2-②排水口の改良
・水深調整可能

1-④ 導水管の公道横断

1-③ 既設石積擁壁をまたぎ駐
車場内の導水管の暗渠化

1-① 既設雨水桝への取水口設置

C2:手水舎のオーバフロー水

A:令和神苑水源：
地下水（ポンプアップ）

2- ①石積護岸の修復
・2箇所修復（候補16箇所）

2-③水辺植物と周辺植栽

4太陽光発電の発電容量アップ

3 活動掲示板を新設

2 池周囲の環境整備

D:既設排水桝

A 令和神苑 水源  C1 社殿雨水枡 1-①取水口設置予定場所 1-②導水予定ルート

1-③導水予定ルート 1-④公道横断予定場所 1-④公道横断予定場所 1-⑤既設導水口

2-① 護岸修復予定箇所 2-②排水口の改良箇所  3 現掲示板 4 太陽光発電設備

出典：横浜市行政地図
情報提供システム

都市計画決定線（道路
境界）と公共下水道台
帳図を重ねて表示

Ⓒ2024 いの池愛護会



３.完成予想図

出典：Google Earth をもとに作成

法華寺
いの池

導水口改良

導水路整備

取水口設置

令和神苑

排水口改良

2次提案書添付資料（計画図）

●キャップ加工による
水位調節方法（例示）

現況満水位 +4㎝ +8㎝ +12㎝

キャップを約１/3削除

新設継手（T型）

現況：満水時水位

新設：最大+20cmまで
調整可能

現況

取水口設置：既設U字側溝に接続

既存導水口の改良

新設導水管
100

0

A A’

1482

1602 700

674

ソーラパネル
正面

10
00

傾斜角　約30°

収容箱 
蓄電池

収容箱 

老朽化した石積護岸の一部修復（危険個所）
太陽光発電の発電容量アップ（ 200W  50AH)

活動掲示板の新設

現況地盤

勾配：0.75%

1200150

既設コンク
リート舗装

塩ビ管：72φ
ストレーナー

勾配：1.0%

既設雨水桝D排水口の
管底高（平常時水位）

既存U字側溝

新設集水桝

PE管：72φ
止水栓付き

既設排水口の改良：水位調整を可能にするためT型継手の設置やキャップの工夫

師岡熊野神社

Ⓒ2024 いの池愛護会

4 太陽光発電の発電容量アップ

3 活動掲示板を新設

2 池周囲の環境整備

１神社から池へ導水管の設置

エアレーション 既存設備 50W 新設
・水のろ過の電源に使用



第３号様式（公開） 

ヨコハマ市民まち普請事業 
想 定 整 備 費 用 内 訳 書 

※ 記入上の注意 

 ●「主な整備項目」「細目」欄の記入にあたっては、事務局と事前に十分調整してくだ

さい。 

 ●「数量」欄については、やむを得ない場合を除き、「一式」と記入しないでください。 

 ●「地域住民等の参加」欄については、例えば地域が労力を負担する場合は、何人くら

いが何日間くらい作業を行うかなど、できるかぎり具体的に記入してください。（見

込みも含めて記入してください。）また、小中学校や子供会などが参加する場合は、

その旨を明記してください。 

 

主な整備項目 

 

細    目 

 

数 量 

 

単  価 

 

計 

地域住民等の参加

（費用又は労力の負

担等） 

導水工事 

 

配管工事・掘削

工事・試掘調査

他 

一式 

90m 

1ヶ所 

 3,850,000円  

監理費 

 

導水工事全般の

監督・管理 

一式  385,000円  

 

石垣修復工事 崩落部分の修復

工事 

一式 

2ヶ所 

 200,000円 本格修復は大幅な費

用増加が予想される

ので簡易な修復とする 

水辺と池周辺の

植栽費 

苗木の購入 一式  200,000円 会員3人/3日DIYによ

り植栽する 

活動掲示板新

設 

掲示板本体・設

置材料・工事費 

一式 

1ヶ所 

 250,000円 会員３人/3日DIYによ

り本体組立・設置工事 

太陽光発電の

発電容量アップ 

材料費（ソーラー

パネル・コントロー

ラ・蓄電池・配線

材料・架台材料） 

一式 

1台 

 200,000円 会員2人/7日DIYによ

り組立・設置 

エアレーションと池水

ろ過の太陽光発電能

力、蓄電能力のアップ

により稼働時間拡大

およびライトアップ企

画の電源に使用する。 

活動費 

 

用紙事務用品費 一式  30,000円 プリンターインク・コピ

ー紙等 

活動費 

 

資料等のコピー

又は印刷費 

一式  35,000円 図面の拡大コピー等 

活動費 

 

写真及び映像記

録費 

一式  50,000円 いの池愛護会の活動

映像の制作 

合  計 
5,200,000円  

 



１次コンテスト以降の活動内容 
 

 ◎かいぼり土の搬出（9月16日）15名参加 

 

 

 

 

 

 

◎子どもと大人の池の掃除：大人23名、子ども11名 

春のかいぼり（6月に実施）

で池から引き上げ、池岸で乾

燥した泥を森と畑に搬出(土嚢

約200袋)  

 

◎水のいきものクイズ（大反響） 

 

 

 

 

 

◎軽食を食べながら、みんなで今日の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎池への現状導水可能水量を調査(9月)：4名

参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・石積護岸のゆるみチェックの結果： 

危険箇所：2カ所、ゆるみ箇所：14カ所 

 
大人と子どもの 

全世代交流の場づくり 
 

自然環境と人工施設 

その実態調査と把握 

① 令和神苑を循環している地下水のオーバー

フロー水は、約1㎥/日を確認。  

（節水のために昼間の８時間稼働、最低必要

水量に調整している） 

② 他に手水舎のオーバーフロー水（水道水）

と社殿屋根の雨水を利用可能を確認。 

池中に入って落ち葉すくい。 
周辺の落ち葉掃除。 

 

「いの池を中心とした地域

資源循環システム」 

再生と維持のアクション 
 

子どもたちが池や池の周
りでやってみたいこと 

○鬼ごっこ 

○ザリガニ釣り 

○池中流れるプール 

○池の島に渡りタクシー 

○宝探し 

○池の中でご飯を食べる 

○生き物探し 

当日の様子（YouTube） 

◎「年末年始のライトアップ」準備   ◎ドングリ苗ポッドづくり（育てて森に植樹） 



市民の森・近隣の畑

いの池

いの池を中心とした地域資源循環システムの再生・維持に向けた活動

神社から池へ導水
・境内で汲み上げ令和神苑
を循環している地下水の
オーバーフロー水
・社殿の雨水
・手水舎のオーバーフロー水

森に降った雨は
森に蓄えられ、
湧き水となり、
土と一緒に池に
流れ込む

かい掘りを行った泥を
乾燥させ、森に返し、
一部は近隣の畑で
肥料として利用

森で育った木々からの落ち葉が、かい掘りを通じて
森に還り、森の土が豊かになり、水を浸透、蓄える

太陽光発電により、
エアレーション・水のろ過、
池のライトアップ
（発電容量アップ）

神社からの導水により、
池の水を循環させ、水質を改善

➢ 「いの池」をまち普請事業も活用しながら美しく維持・保全し、池に生きる生物や池に集まる生物の多様化、豊かな自然の再生につなげる。
➢ 池を中心とした「熊野神社市民の森」全体の自然・資源循環を保全することで、子どもたちが自分のふるさとに愛着と誇りを持てるように。
➢ 活動を通じ、同世代の輪に加え、世代を超えたコミュニティが生まれ、笑顔あふれる明るくイキイキとしたまち、災害時にも助け合えるまちに。

※赤字は、まち普請事業による整備を想定 師岡熊野神社
令和神苑

経験の振り返り

態勢づくりと
アクションの構想

愛護活動の
アクションの方向性

アイデアをアクションにつなぐ
ためのメンバーの専門的な
知識の融合と技術・
スキルの活用

愛護活動
（アクション）
での経験

掲示板を新設し、
活動内容等を発信

かい掘りした経験、泥を
肥料として土地に戻した

経験、そこで実感した成果
を皆で振り返り、次の
アイデアに気づく

アクションと
アイデアの循環水と土[自然]の循環

ライトアップ

世代を超えた
担い手の循環

子どもたち

愛護活動への
切実なニーズ

愛着をもった
池・ふるさと
への関わり

発足メンバー

楽しさ・嬉しさ

次世代・
地域の人たち

想いの伝承

伐採した竹は、
灯篭やコンポスト
の材料に

©2024いの池愛護会 願いを込めた竹灯籠 かい掘り

掃除した落ち葉を森に返す

かい掘りの土を森へ運ぶ

かい掘りの土を近隣
の畑で利用（仮置き）

かい掘りの土を森に返す

アイデアの
創発・共創



①かい掘り（１，２回／年）
池の水を抜き、池底にたまった泥、落葉や
ごみを引き上げる

②清掃活動（不定期）
落ち葉清掃、除草・水源の草刈り、水中の
枯枝引き上げなど、池をきれいにする活動

③子ども達を含めた地域交流（随時）
・池に棲む生物に触れる体験
・水の生きものクイズ
・池のライトアップ
・いの池歴史勉強会（出前授業）
・竹灯籠づくりと池周辺への設置・点灯

④情報発信
ＳＮＳで告知

これまでの活動

いの池愛護会の「これまで」と「これから」

これからの追加的取組（アイデア含む）

～アクションとアイデア（創発）の循環により、世代を超えて次のアクションを生み出す～

➢ 「まち普請事業活動懇談会」（9月）
⇒“定期的な活動日を設けてはどうか”

➢ 「子どもと大人の池のそうじ」（11月）
⇒子どもたちの声（おにごっこ、宝探し・・やりたい！）

➢ 「いの池を護るとはどういうことか？」意見交換（11月）
⇒ ・集まるきっかけは、かい掘りのような大掛かりなこと

でなくてもよい！
・活動の内容は愛護会のアイデアの押し付けではなく、
集まった人々から自然発生的に生まれてくる！などなど

《気づきの機会》

①会の活動理念や歴史のまとめと発信
発足メンバー等からの聞き取りにより活動の理念と
歴史をまとめ、発信・伝承

②目指す活動の方向性・将来像のデザインと共有、
それに向けた態勢づくり（継続的に）
目指したい方向性・将来像を会員間で議論・共有、
実現に向けた態勢をつくる

③池に足を運ぶ機会を増やす
清掃活動に定例日（土曜日）を設ける

④池と森を守る活動
・地元中学校生物部の参加を得て池の生き物調査
・森のどんぐり苗木ポットを育ててみんなで植樹
・竹を使ったコンポストづくり（地元小学校と）

⑤池に親しむための企画
・“地球環境保全型”流しそうめん（子ども会と共催）
※増え過ぎた竹を伐採して使い、使用後は竹炭にして資源を使い尽くす

・お囃子会など別団体の発表の場づくり
・キッチンカーが来る！ ・謎解き宝探しなど

⑥情報発信等
・掲示板を新設し、活動内容を発信、
交流スペースとして活用
・You Tube チャンネルの開設

©2024いの池愛護会

Instagram: 
inoike.aigokai
#いの池愛護会

https://www.youtube.com/channel/UCT6BTXsLgidajA5LQJ4TBHg

You Tube 

https://www.youtube.com/channel/UCT6BTXsLgidajA5LQJ4TBHg
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